Canon GF LENS 

EFSOOmm f/2.8L IS II USM 
EF400mm f/2.8L IS II USM 



IMAGE STABILIZER 


JPN 

使用説明書 




キヤノン製品のお買い上げ誠にありびとラございます。 


キヤノン EF 3 日日 mm F 2.8 L IS II USM 、 
キヤノン EF 4 日日 mm 巧. 8 L に II USM は、手ブ 
レ補正機能を備えた 、 E 日 S カメラ用高性能超望 
遠レンズです。 

♦侶は Image Stabilizer (手ブレ補正機能）の略称で 
す。 

♦ USM は Ultrasonic Motor (超音波モーター)の略 
称です。 

特長 

1. シャッター速度換算で、約4段分*の手ブレ補正機 
能を備えています。 

また不規則に動く被写体を撮影する場含に有効な手 
ブレ補正モード3を備えています。 

2. 堂石レンズを採用することによ0、優れた描写性能 
を実現しています。 

3. SWC (Subwavelength Structure Coating ) ^ 
採用することにより、フレアやゴーストの発生を低 
減しています。 

4. 最前面と最後面のレンズ面に、フッ素コーテイング 
を採巧することによ0、付着したミちれを従来と比べ 
て簡単に取り除くことびできます。 


日.超音波モーター ( USM ) 搭載により、高速で静かな才一 
トフォーカスを実現しています。 

日.オートフォーカスモード(日 NESH 日 TAF 時)のまま、 
合焦後にマニュアルでピント調整びでさます。 

7. オートフォーカス作動を一時中断することびでをる、 
AF ストップボタンを備えています。 

8. スムーズなピント送0び行える、パワーフ ォー カス 
モードを備えています。 

9. 事前に記憶させておいた位置に、瞬時にピントを合わ 
せることびできる、フォーカスプリセット機能を備え 
ています。 

1江円形絞りの採用により、なめ6かで美しいボケ味び得 
られます。 

11. エクステンダー EF 1.4 X |||/ EF 3 X || が使用できます。 

12. 画面切り替え□ックつまみのカバーの下に、セキュ U 
ティーワイヤーの取り付け部を備えています。 

13. 密閉構造の採用により、優れた防塵-防滴性能を備え 
ています。 

14. 主要部分にマグネシウム合金を採用した軽量設計に 
なっています。 

* [1/ 焦点距離]砂を基準にしています。 

一般に手ブレを防ぐためには「1/焦点距離」砂切上の 
シャッター速度び必要といわれています。 
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A まを上のごま意 

• レンズ、またはレンズを付けた一眼レフカメラで、 太陽 
や強いが源を直接見ないよラにしてください。 視力障害 
の原因となります。 

特に、レンズ単体で直接太陽をのぞかないでください。 
失明の原因になります。 

• レンズ、またはレンズを付けた一眼レフカメラを曰光の 
下にレンズキャップを付けないまま放置しないでくださ 

し、。 太陽の光び焦点を結び、火災の原因となることびあ 
0ます。 

• レンズをカメラに取り付けた状態では、兰脚の取り付け 
を含めてレンス側を必ず保持してください。カメラ側の 
みを保持した場合、カメラボディやレンズ本体を傷つけ 
る恐れびあります。またマウントか5レンスび外れ落下 
して、けがをすることびあ D ます。 

• カメラに取り付けたストラッフは使用しないでくださ 
し、マウントび壊れレンズび落下してけびをしたり、力 
メラを傷つける恐れびあります。専用のストラッフをレ 
ンス側の取り付け部に正しく付けてご使用ください。 

• レンズケースの上には乗らないでください。転倒してケ 
ガをすることがあります。 

• レンズケースを積み重ねないでください。倒れてさてケ 
ガをすることびあります。 


取り扱い上のごま意 

• レンズを寒いところか 5 暖かいところに移すと、レンズ 
の外部や内部に水滴び付着（結露）することびあ0まず。 

そのよラなとさは、事前にレンズをビニール袋に入れて、 
周囲の温度になじませてから、取り出してください。ま 
た、暖かいところから寒いところに移すときち、同様に 
して < ださし、。 

• 直射曰光下の車の中などは予想な上に高温になります。 

レンズの故障の原因になることびありまずので、このよ 
うな場所にレンズを放置しないでください。 


本夕中の マークについて 

fk 撮影に不都合び生じる恐れのある注意事項な 
W どび書いてあります。 


ra 基本操作に加えて知っておいていただをたい 
じ 事項び書いてあります。 
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る部のを茄 


フード取り付け部 
(13) 



再生リング 

旧） 

AF ストップボタン 

(已） 


手ブレ補正モード選択スイッチ （ 1日) 
手ブレ補正スイッチ (10) 

フオーカスプ U セツトボタン （7) 

フオーカスプ U セットスイッチ （7) 
フオーカスモードスイッチ（已） 


フォー カス U ング（已） 
距離目盛 (13) 

画面切り換え□ックつまみ (16) 
セキュ U ティース□ット（カバー下 ）（] 日） 

ストラップ取り付け部 （4) 
ド□ップインフイ ルター 
(17) 
3ム IJ ング 
(4) 


接点 （4) 


レンズ取り付け指標 （4) 

撮影距離範囲切り換え 
スイッチ（已） 

^脚座 （1 日） 


♦本使用説明書内のイラストは、一部を除き EF 3 日日 mm F 2.8 L IS II USM をちとに説明してしほす 
び、 EF 4 日 0 mm F 2.8 L IS II USM とわに、操作部は共通です。 

参 （**) の**部は参照ページを示しています。 
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1. レンズの着脱 


レンズの着脱方法については、カメラの使用説 
明書を参照してください。 

(I 



♦レンスを外したとさは、接点やレンズ面を傷付 
けないよラに接点を上にして置いてください。 

•接点に汚れ、傷、指紋などび付くと、接舰不良 
や腐食の原因となることびあり、カメラやレン 
ズび正確に作動しないことびあります。 

♦巧れや指紋などび付着した場合は、柔6かい巧 
で接点を清掃して < ださい。 

♦レンズをがしたときは、ダストキャップを付け 
て<ださい。取り付けは、図のよラにレンズ取 
り付け指標とダストキャップの〇の指標をあわ 
せて時計方向に回しまず。取りがしは、逆の手 
順で行います。 


W このレンズでは、防塵■防滴を向上させるため、マ 
ウント部にゴム U ングを採用しています。レンズの 
着脱を繰り返ずと、カメラ本体のマウントのが周部 
分に3’ム U ングの細い擦れ跡び付くことびあります 
び、使巧上の問題はありません。 

なお、コム U ングはキヤノンサービスセンターで交 
換でさます。（有料） 


ストラップの取0付け方 



ストラップの先端を、ストラップ取0付け部に 
通し、さ5にストラップに付いている留め具の 
内側を通します。ストラップを引っぱって、留 
め具の部分びゆるまないことを確認してくださ 
し、。 
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2. フオーカスモードの設定 



才ートフォーカス ( AF ) で撮影するときは、 
フオーカスモードスイッチを AF にします。 
マニュアルフォーカス ( MF ) で撮影するとをは、 
フオーカスモードスイッチを M 円こし、フォーカス U 
ングを回しまず。フォーカス U ングは、フオーカス 
モードに関係なくいつでも動かせます。 

パワーフォーカス （ PF ) で撮影するときは、フォー 
カスプ U セットスイッチ ( P .7) び日 FF の状態で、 
フオーカスモードスイッチをドドにします。 

再生 U ングを操作することで、一定速度でピン 
卜送〇び行なえます。動画撮影時のピント送り 
に便利です。 

H カメラの AF モードび ONE SHOT AF のときは、 
AF でピントを合わせたあと、シャッター半巧し状 
態でフォーカスリングを回すと、任意にピントを調 
整でさます。（フルタイムマニュアルフォーカス） 


3. 撮影距離轟囲の切り換え 



撮影距離範囲をスイッチで選べます。撮影距離 
に応じた設定にすることで、 AF 作動時間び短く 
な0ます。 


レンズ 

切り換え轟固 

EF 300 mm F 2.8 L 侶 II USM 

FULL 

2 m -6 m 

巨 m-oo 

EF 400 mm F 2.8 L 侶 II USM 

FULL 

2.7 m -7 m 

7 m-oo 
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4. AF ストップボタン 



AF 作動中に AF ストップボタンを押すと、 AF を 
一時中断することびでをます。 

シャッターボタンを半押しした状態で 、 AFX 
トップボタンを離すと、 AF び再開します。 


0 AI SERVO AF での撮該中にちち効です。 

なお、冉 F ストップボタンの角度位置は、キヤノン 
サービスセンターで調整でをます。（有料） 


•♦•EOS 630. RT. 5, ] 0使巧時に、 AF モードび AI 
SERVO AF で、フイルム卷き上げモードび連続 
撮影のと击は、 AF ストップボタンを離してを AF 
び作動しません。シャッターボタンを半押しし 
なおして < ださい。 

♦ E 曰 S 已，]0使用時にスポーツモードを選択した 
と击は、 AF ストップボタンを離してわ、 A 円ま作 
動しません。シャッターボタンを半押ししなお 
して < ださい。 

♦カメラのカスタム機能により、冉 F ストップボタ 
ンの機能を蜜更することびで去まず。詳しくは 
カメラの使用説明書を参照してください。 
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5 •フォーカスプ U セット 


任意のピント位置をレンズに記憶させておくと、他の被写体を撮影していても、瞬時に記憶させた 
ピント位置に戻すことびできます。フオーカスモードび AF / PF / MF のどの場合でを使用できます。 

<設定> 



1 フォーカスプ U セツトス 
イッチを日 N またはづ )) にし 
ます。 



2 シャツターボタンを半押し 
し、記憶させたいピント位 
置にをわせます。 



3 フォーカスプ U セットボタ 
ンを押します。 


参ピント位置び記憶されます。 
♦フオーカスプ1」セツトスイツ 
チびづかこあるとをは"ピッ" 
といラ電子音びします。 
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フオーカスプリセット 


〈再生> 



再生リングを左右いずれかに回転させると記憶 
させたピント位置まで移動しまず。 

再生 IJ ングを回転させた状態では、 AF 合焦に関 
係なくレ1」ーズび可能です。 

♦フオーカスプ1」セツトスイツチび句))にあるとさは 
"ピピッ"といラ電デ音びしまず。 


41 ♦再生I」ングを回すとさは、シャッターボタンから 
ホ旨を離して<ださし)。 AF モードび ONE SHOT 
AF のとをは、露出はシャッターボタンを半押し 
してピントび合ったときにロックされますので、 
シャッターボタンを半押ししたまま再生リング 
を回ずと、露出び適正にならないことびありま 
す。 

♦フオーカスプリセットを使用しないとをは、ス 
イッチを QFF にして < ださい。 

♦カメラでライブビュー映像を表示中は、フオー 
カスプ U セツト機能び働をません。 


園；欠のときは距離目盛 （P.13) び一瞬左ちにかし動 
をますび、撮該結果への影響はありません。 

-フオーカスフ U セツトボタンを押したとを 
-再生 U ングを回転させたとを 
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6 •パワーフオーカス （ PF ) モード 


再生 U ングの操作で、スムーズなピント送りび行なえます。 
動画撮影時のピント送りに便利です。 





1 フオーカスプ U セットスイッチび日 FF の状態で、フオーカス 
モードスイツチを P 円こします。 


2 再生 U ングを回転操作して 
ピントを送りまず。 


再生リングの回転方向は、フオーカスリングの回転方向と同じ向をにピントび送られまず。 
再生 I 」ングの操作角度によって、ピント移動速度を2段階に切0誓えることびでさます。 
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7. 手ブレ補正機能 


手ブレ補正機能は フオー カスモードび AF / PF / MF のどの場合でも使用できます。 



1 手ブレ補正スイッチを日 N 
にします。 


• 手ブレ補正機能を使巧しない 
とさはスイッチを日 FF にしま 
す。 



2手ブレ補正モードを選択し 
ます。 


参 MODE 1:すべての方向の手 
プレを補正します。主に静止 
した被写体の撮影で効果を発 
揮します。 

参 MODE 2:水平方向の流し 
撮りのと去は上下方向の手プ 
レ、垂直方向の流し撮りのと 
をは左ち方向の手プレを補正 
します。 

参 MODE 3 :露光中のみ手プレ 
を補正します。流し撮りのと 
をは、露光中に MODE 2と同 
じく一方向のみの手プレを補 
正します。 



3シャッターボタンを半巧し 
した後、全押しして撮影し 
ます。 


• MODE 1.2: 半押しすると、 
フアインダー像び安定し手プ 
レ補正機能び働をます。 

• MODE 3 :半巧しすると、手 
プレ補正の演算び始まり、全 
押しすると、手プレ補正機能 
び働さます。 
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8. 手ブレ補正機能の有効な使い方 _ 

このレンズの手ブレ補正は、次のよラな条件の手持ち撮影で効果を発揮します。 


• MODE 1 • MODE 2 



OFF OFF 


♦夕景や室内など、薄暗い場所 
♦美術館や舞台など、ス h □ボ撮影び禁止され 
ている場戸斤 

♦ 足場び不安定な状況 

♦その他、速いシャッター速度び使用でさない 
状況 


参移動する被写体を流し撮りする場合 


• MODE 3 

♦露光中のみ手ブレを補正するため、スポーツ 
写真などで不規則に素早 < 動 < 選手を撮影す 
る際、被写体を追いかけやすくなります。 
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手ブレ補正機能の有効な使い方 


〇 ♦ 被写体び動いてしまラ「被写体ブレ」は補正でさ 
ません。 

♦バルブ（長時間露光）撮影のとをは手ブレ補正 
スイッチを OFF にしてください。曰 N にすると手 
ブレ補正機能び誤作動することびあります。 

♦なのよラな状況では、手プレ補正効果び十分に 
得られなレことびあります。 

-大をく揺れ動く棄り物から撮影するとさ 
- MODE ] で、カメラを大击く動かして流し撮り 
をするとを 

♦手プレ補正機能を使巧すると、通萬より電力び 
必要なため、撮影可能枚数び少な<なります。 

♦シャッターボタンから指を離してち、約2砂間は 
手プレ補正び作動していまず。この間はレンズ 
をがさないでください。故障の原因になります。 

♦ E 曰 S -] V / HS 、 3、7、73、已己 、 Kiss 111、 
Kiss III し IX E 、 D 3 曰のセルフタイマー撮影で 
は、手プレ補正機能は作動しません。 


園♦三脚を使用した場合もプレ補正効果び得られま 
す。ただし=脚の種類や撮影条件により、手プ 
レ補正機能を OFF にした方び良い場合びありま 
す。 

♦一脚を使用した場合を、手持ち撮影と同等の手 
プレ補正効果びありまずび、撮影環境によって 
は、に効果び低下する場合びあります。 

♦手プレ補正機能はエクステンションチュープ 
EF 12 II / EF 25 II またはエクステンダー EF 1.4 
XIII / EF 2 XIII を使巧しても作動します。 

♦カメラによっては撮該後などに儘ゆれび発生す 
ることびありまずび、撮該 への 影響はありませ 

♦カメラのカスタム機能で AF 作動操作を蜜更した 
とさは、変更後の AF 作動ボタン操作でを手プレ 
補正機能び作動します。 
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9. 巧限遠補正マーク 

^無限遠巧正マーク 


ぐ 


、 


) 30 70 ' 


ft 


71020 卜が 

m 

\ 


j 


距離指標 


温度変化によるピント移動を補正するため、無 
限遠 (の) 位置に余裕を持たせてあります。常 
温の無限遠位置は、距離目盛の L マークの縦線と 
距離指標び合ラところです。 

〇無限遠の被写体に、 MF で正確にピントを合わせる 
場合は、ファインダーで確認しなびらフオーカスリ 
ングを回して < ださい。 
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11. レンズキャップの付け方 



さにかぶせ、□ックつまみ 
を回して確実に固定します。 



2面ファスナーをにげ、キヤッ 
プのタテ溝に□ックつまみ 
を沿わせてかぶせます。 



3 キャップの窓部か5、□ッ 
クつまみを出して、図のよ 
ラに、面ファスナーで締め 
付けて固定しまず。 


参レンズを使巧が態の時にわ、 
フードの先端に装着でさま 
す。 
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12. ケース 



収納は巧の手順と方まで行いまず。 

1 フードを逆向をにかぶせ、レンズキャップを 
付けまず。 

2 図のよ5に呈脚座を手前にしてケースに入れ 
ます。 

フードの□ックつまみの位置は、ケースの手 
前の凹みに合わせまず。 


ストラップは、たたんでケースのヒンジ側の 
スペースに収納します。 

3 ベルトでレンズをしっかり固定しまず。 

4■ふたを閉めて、上か5押さえなび5レバーを 
巧し、カギをかけます。 

y • レンズケースにはお掛けないでください。 

• レンズはまめ6れたポジションに収納してくだ 
さい。 
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13.= 脚厘の使用方法 


三脚または一脚は、レンズの兰脚座に取り付け 
ます。 

レボルビング（回転） 

兰脚座の画面切り換え□ックつまみをゆるめる 
と、カメラごと任意に回転させて画面の縦位置 
と横位置び変え5れます。 

兰脚座の交換 （ EF 4 日日 mm F 2.8 L に II USM 
のみ） 

キヤノンサービスセンターで、付属の一脚座に 
交換でさます。（有料） 

固定方法び特殊ですので、安全のためお客様ご 
自身では交撰しないでください。 


14. セキュ U テイースロット 



画面切り換え□ックつまみのカバーの下に、セ 
キュ U ティーワイヤーの取0付け部を備えてい 
ます。 

セキュ I 」ティーワイヤーは市販品をご利用 < だ 
さい。 
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15. ド□ツプインフイルター 


本レンズには、ガラスフィルター付さのド□ツ 
プインゼラチンフィルターホルダ ー已 2 ( WII ) 
び付属しています。ゼラチンフイルター(市販品) 
をホルダーにはさんで使用でをまず。 



〈着脱> 

取りがしは、左ちの□ック解除ボタンを押しな 
び5、まっすぐ上に引を抜きまず。 

取り付けは、"カチッ"と音びするまで押し込み 
ます。 

• 前後どちらの向きで电構いません。 

〇本レンズはガラスフイルターを含めて光学設計され 
ていますので、ゼラチンフイルターを使用しない 
ときにも必ずド□ップインゼラチンフィルターホル 
ダーを装着してください。 


〈ゼラチンフイ ルターの 使用〉 



1ホルダーの押さえ板を持ち上げます。 

) ゼラチンフイルターを図のように切り、ホル 
ダーに 乗せます。 

ミホルダーの押さえ板をわとの位置に戻します。 

S 別売でド□ップインスクリューフイルターホル 
ダー已 2( WH )、 ド□ップイン円漏光フイルター 
PL - C 52 ( WII ) び巧意されています。 
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16 .エクステンダー（別売) 


ェクステンダー EF 1.4 XII / III および EF 2 XII / II 傾用時のレンズの仕様は次のようになります。 



EF 300 mm F2.8L IS II USM 

EF 400 mm F2.8L 旧 II USM 

EF 1.4 XII/III 

EF 2 XII/III 

EF 1.4 XII/III 

EF 2 XII/III 

焦点距離 （ mm ) 

420 

巨00 

已6曰 

800 

絞り数値 

F 4-4 巳 

F 已.日-日4 

F 4-4 已 

F 日.日-日4 

画角 

対角 

已ち已’ 

4。10’ 

4で已’ 

3。已’ 

垂直 

3。1已’ 

2でび 

2。2己’ 

]。40’ 

水平 

4ち已’ 

3。3日’ 

3。4日’ 

2。3已’ 

最大撮影倍率（倍） 

日ぶ已 

0.3巨 

0.2已 

0.3已 


W ♦ レンズにエクステンダーを取り付けた渡、力;><ラに取り付けてください。取りがしは逆の手順で行ってくだ 
さい。先にカメラを取り付けると、誤作動ずることびありまず。 

♦ EF 300 mm F 2.8 L 倍 II USM 、 EF 400 mm F 2.8 L IS II USM に、エクステンダー EFl .4 XII / EF 2 XII を 
使巧し、 EOS 已で撮影すると去は、 EF 1.4 XII では一1/2段分、 EF 2 XII では一1段分の露出補正をしてくだ 
さい。 

♦ エクステンダーは重ねて使巧でをません。 

园♦エクステンダー EF 1.4 XII / III および EF 吕 XII / II 傾刷寺は AF 撮影びできまず。 

♦ェクステンダーを使用したときは、制御性を考慮して AF 速度を遅くしています。 
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17.1 クステンションチユ-ブ刷愚 


エクステンションチューブ EF 1 2 II / EF 2 已 II を 
使用して拡大撮影びでさます。撮影距離範囲と 
撮影倍率は次のよラになります。 


EF 300 mm F2.8L 旧 II USM 



撮影距離範囲 ( mm ) 

撮影倍率（倍） 

近距離側 

遠距離側 

近距離側 

遠距離側 

EF 12 II 

1700 

7已29 

0.22 

0.04 

EF 2 已 II 

1480 

3727 

0.28 

0.0日 


EF 400 mm F2.8L 旧 II USM 



撮影距離範囲 （ mm ) 

撮影倍率（倍） 

近距離側 

遠距離側 

近距離側 

遠距離側 

EF 1 吕 II 

237已 

13353 

0.21 

0.03 

EF 2 巳 II 

2113 

己494 

0.2 巨 

0.07 


® 正確なピント合わせのため、 MF をおすすめしまず。 
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主な仕様 



EF 300 mm F2.8L IS II USM 

EF 400 mm F 吕 .8 し IS II USM 

焦点距離-明るさ 

300 mm F 2.8 

400 mm F 2.8 

レンズ構成 

]2群1日枚 

に群16枚 

最小絞 0 

F 32 

F 32 

画角 

対角 QD ] 巳’、垂直4°3已’、 

水平目ち日’ 

対角が1日’、垂直3つ日’、 

水平目°1日’ 

最短撮影距離 

2.0 m 

2.7 m 

最大撮影倍率 

日.18倍 

日.17倍 

画巧 

約13目 X 20 曰 mm (2 .日 m 時） 

約] 39 x 208 mm (2.7 m 時） 

フィルター 

ド□ップイン己2 ( WII ) シリーズ 

最大徑 X 長さ 

1 28 x 248 mm 

1目 3 x 343 mm 

質量 

約23已 Og 

*^38 已〇呂 

フード 

ET -120 ( WII ) 

ET -1 已己 （ WII ) 

レンズキャップ 

E -145 C 

E -180 D 

ケース 

レンズケース3日日巳 

レンズケース40 0 C 


♦ レンズの長さはマウント面からレンズ先端までの寸法です。 

キャップおよびダストキャップをつけたとをの長さは寸法表示+2自.已 mm にな0ます。 
♦ 大ささ-質量表示は本体のみの値です。 

参ク□-ズアップレンズ2巳日 D / 已日日 D は装着でをません。 

•絞り値は、カメラ側で設定します。 

♦記載データはすべて当社基準によります。 

♦製品の仕様および外観の一部を予告なく変更することびあります。 
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アフターサービスについて 

1. 保証期間経過後の修理は原則として有料とな 
りまず。なお、運賃諸掛かりはお客様にてご 
負担願います。 

2. 本 製品の アフターサービス 期間は、製品製造 
巧切り後7年間でず。なお、弊社の判断によ 
り アフターサービス として 同一 機種または同 
程度の仕様製品への 本体 交換を実施させてい 
ただく場合びあります。同程度の機種との交 
換の場合、ご使用の消耗品や付属品をご使用 
いただけないことびあります。 

3. 修理品をご送付の場合は、撮影された画像を 
添付ずるなど、修理箇所を明確にご指示のラ 
え、十分な捆包でお送りくださし、。 


キヤノン EF レンズホームページ 

canon-jp/ef 

キヤノンお客様相談センター 

050-555-90002 植 通） 

受付時間 <平日> 9 : 00-20 : 00 く±/曰/巧〉10: 00〜 
17:00 く1/1〜3は休まはていただきまず。> 

《ミ毎がか6ご利用の方、または0已〇か6はじまる IP 電言舌番 
号をご利用いただけないちは 03-34 巳己-日3已3をご利巧 
<ださい。 

《受付時間は予告な<変更する場合びあ0ます。あらかじめ 
ご了承 < ださい。 
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